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ポート接続に関する注意事項
シャーシに応じて、Quad Small Form-Factor Pluggable Plus（QSFP+）、QSFP28、SFP28、およ
び RJ-45コネクタを使用して、ルータ上のポートを他のネットワークデバイスに接続できま
す。

光ファイバケーブルの損傷を防ぐために、ルータにトランシーバを取り付けるときは、トラン

シーバを光ファイバケーブルから外しておくことを推奨します。トランシーバをルータから取

り外す前に、ケーブルをトランシーバから外してください。

トランシーバと光ケーブルの有効性と寿命を最大化するには、次の手順を実行します。

•トランシーバを扱うときは、常にアースに接続されている静電気防止用リストストラップ
を着用してください。通常、ルータを設置するときはアースされており、リストストラッ

プを接続できる静電気防止用のポートがあります。

•トランシーバの取り外しおよび取り付けは、必要以上に行わないでください。取り付けお
よび取り外しを頻繁に行うと、耐用年数が短くなります。

•高精度の信号を維持し、コネクタの損傷を防ぐために、トランシーバおよび光ファイバ
ケーブルを常に埃のない清潔な状態に保ってください。減衰（光損失）は汚れによって増

加します。減衰量は 0.35 dB未満に保つ必要があります。
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•埃によって光ファイバケーブルの先端が傷つかないように、取り付ける前にこれらの
部品を清掃してください。

•コネクタを定期的に清掃してください。必要な清掃の頻度は、設置環境によって異な
ります。また、埃が付着したり、誤って手を触れたりした場合は、コネクタを清掃し

てください。ウェットクリーニングやドライクリーニングが効果的です。設置場所

の光ファイバ接続清掃手順に従ってください。

•コネクタの端に触れないように注意してください。端に触れると指紋が残り、その他
の汚染の原因となることがあります。

•埃が付着していないこと、および損傷していないことを定期的に確認してください。損傷
している可能性がある場合には、清掃後に顕微鏡を使用してファイバの先端を調べ、損傷

しているかどうかを確認してください。

ステートメント 1051 -レーザー放射

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されて

いる可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでく

ださい。

警告

インターフェイスとポートの説明

ルータ上のポートの場所については、ネットワークインターフェイスを参照してください。（注）

コンソールポートへの接続
ルータをネットワーク管理接続するか、ルータをネットワークに接続する前に、コンソール端

末でローカルの管理接続を確立して、ルータの IPアドレスを設定する必要があります。コン
ソールを使用して、次の機能を実行することもできます（それぞれの機能は、その接続を確立

したあとで管理インターフェイスを使用して実行できます）。

•コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してルータを設定する。

•ネットワークの統計データおよびエラーを監視する。

•簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）エージェントパラメータを設定する。

•ソフトウェアアップデートをダウンロードする。

システムコンソールポートは、NCS 5700シャーシの初期設定を行うためのデータ端末を接続
する RJ-45レセプタクルです。
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データ端末をコンソールポートに接続するには、次の手順を実行します。

始める前に

•ルータは完全にラックに装着され、電源に接続され、アースされている必要があります。

•コンソール、管理、およびネットワーク接続に必要なケーブルが利用可能である必要があ
ります。

• RJ-45ロールオーバーケーブルと DB9F/RJ-45アダプタ。

•設置したルータの場所までネットワークケーブルを配線しておく必要があります。

ステップ 1 端末の動作値を 115200 bps、8データビット、パリティなし、1ストップビット（115200 8N1）に設定しま
す。

ステップ 2 ケーブルの端末側をデータ端末のインターフェイスポートに接続します。

ステップ 3 ケーブルの反対側をコンソールポートに接続します。

表 1 : RJ-45ストレートスルーケーブルのピン配列

信号RJ-45ピン

—1

—2

Tx3

アース（GND）4

GND5

Rx6

—7

—8

ルータの初期設定の作成
ルータ管理インターフェイスに IPアドレスを割り当て、ルータをネットワークに接続できる
ようにします。

ルータを起動したら、ガイド付きセットアップ/プロンプトに従ってルータを設定します。ユー
ザが入力する必要がある IPアドレスを除き、各設定にはルータをネットワークに接続するた
めのデフォルトの選択肢を使用できます。
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これらのルータは、隣接デバイスが完全な動作状態にある場合、30分以内に起動するように設
計されています。

（注）

ルータの一意の名前をメモします。ネットワーク内のデバイス間でルータを識別するのに役立

ちます。

（注）

始める前に

•コンソールデバイスをルータに接続します。

•ルータに電源を接続します。

•管理インターフェイス（MgmtEth0/RP0/CPU0/0および MgmtEth0/RP1/CPU0/0）に必要な IPア
ドレスとネットマスクを決定します。

ステップ 1 ルータの電源を投入します。

電源装置がルータに電力を送ると、各電源装置のLEDが緑に点灯します。「AdministrativeUserDialog」プ
ロンプトが表示されます。

ステップ 2 システムの初回起動時は、root-systemユーザー名を入力する必要があります。提供されたデフォルトのユー
ザー名とパスワードを使用します。後で、新しいユーザー名とパスワードを作成できます。次のプロンプ

トが表示されます。

!!!!!!!!!!!!!!!!!!!! NO root-system username is configured. Need to configure root-system username.
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

--- Administrative User Dialog ---

Enter root-system username:
% Entry must not be null.

Enter root-system username: cisco
Enter secret:
Use the 'configure' command to modify this configuration.
User Access Verification

Username: cisco
Password:

RP/0/RP0/CPU0:ios#

ユーザー名はciscoです。パスワードはアカウントチームに連絡して入手してください。この後のス
テップ 3でパスワードを変更できます。

（注）
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ステップ 3 このルータに使用する新しいパスワードを入力します。

パスワードのセキュリティ強度が確認され、強力なパスワードであると見なされない場合、そのパスワー

ドは拒否されます。パスワードのセキュリティ強度を上げるには、次のガイドラインにパスワードが従っ

ていることを確認します。

•最低 8文字

•連続した文字（「abcd」など）の使用を最低限にするか使用しない

•文字の繰り返し（「aaa」など）を最低限にするか使用しない

•辞書で確認できる単語が含まれない

•正しい名前を含んでいない

•大文字および小文字の両方が含まれている

•数字と文字が含まれる

平文のパスワードには、特殊文字のドル記号（$）を含めることはできません。（注）

パスワードが平凡な場合（短くて解読されやすいパスワードなど）、そのパスワード設定は拒否さ

れます。この手順で説明したように、強力なパスワードを設定してください。パスワードは大文字

と小文字が区別されます。

ヒント

強力なパスワードを入力すると、パスワードを確認するように求められます。

ステップ 4 パスワードを再度入力します。

同じパスワードを入力すると、パスワードが受け入れられます。

ステップ 5 管理インターフェイスの IPアドレスを入力します。

ステップ 6 管理インターフェイスのネットワークマスクを入力します。

ステップ 7 設定を編集する必要があるかどうかを尋ねられます。設定を変更しない場合は、noと入力します。

ステップ 8 設定を保存する必要があるかどうかを尋ねられます。設定を保存する場合は、yesと入力します。

管理イーサネットポートへの接続
管理イーサネットポートはアウトオブバンド管理を行うためのものです。このポートに接続す

ることにより、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用して IPアドレスでルータを管
理できます。このポートでは、RJ-45インターフェイスで10/100/1000イーサネット接続が使用
されます。

IPアドレスの競合を防ぐため、初期設定が完了するまで管理イーサネットポートを接続しな
いでください。

（注）
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システム管理ポートにケーブルを接続するには、管理イーサネットポート上のRJ-45レセプタ
クルにカテゴリ 5のケーブルを直接接続します。

GR-1089-CORE、Railway EN 50121、Smartgrid IEC 61850、および IEEE 1613に準拠するため
に、装置またはサブアセンブリの屋内ポートでは、シールドされた建物内配線、あるいは両端

がアースに接続された配線を使用する必要があります。

（注）

始める前に

ルータの初期設定を完了しておく必要があります。

ステップ 1 RJ-45レセプタクルに直接ケーブルを差し込みます。

ステップ 2 RJ-45ケーブルのネットワーク側をスイッチ、ハブ、リピータ、またはその他の外部機器に接続します。

RJ-45ケーブルへのアクセス
RJ-45ケーブルは管理ポートで使用できます。RJ-45ケーブルにアクセスするには、次の手順
を実行します。

ルータが完全に動作しているときは、すべてのポートにケーブルが装着されています。素手で

RJ-45ケーブルにアクセスすることは困難です。したがって、次の手順に従って管理ポートか
ら RJ-45ケーブルを取り外すことを推奨します。

（注）

1. タイミングポートの間にマイナスドライバを挿入します。
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図 1 :タイミングポートの間へのドライバの挿入

2. RJ-45ジャックのクリップを下に押しながら、RJ-45ジャックをポートから引き出します。
RJ-45ケーブルがポートから外れます。

図 2 :ジャックからの RJ-45ケーブルの取り外し
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トランシーバモジュールの取り付けおよび取り外し

SFP28モジュールと SFP+モジュールの取り付けおよび取り外し
SFP28または SFP+モジュールの取り外しや取り付けを行う前に、この項の取り付けに関する
説明をお読みください。

Cisco NCS 57B1ルータには QSFP-DDソケットしかないため、SFP+モジュールをサポートす
るには QSA（QSFPから SFP+変換アダプタ）モジュール CVR-QSFP-SFP10Gが必要です。

（注）

Cisco NCS-57C3-MODルータには、3列の SFP28ポートがあります。一番上の列には、下部に
電気コネクタがあるSFP28トランシーバを取り付けます。下の2列には、上部に電気コネクタ
がある SFP28トランシーバを取り付けます。

（注）

図 3 : QSFPから SFP+変換アダプタ

CVR-QSFP-SFP10GをラインカードのQSFP-DDポートに挿入してから、SFP+の挿入に進みま
す。

ルータに設置されているシスコデバイスの詳細を取得するには、show inventoryコマンドを使
用します。アダプタの詳細が表示されます。

CVR-QSFP-SFP10Gのサポートは、将来のリリースで予定されています。したがって、リリー
ス 7.3.15では、SFP+モジュールは使用できません。

（注）
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ステートメント 1051 -レーザー放射

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されて

いる可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでく

ださい。

警告

SFP+モジュールが取り付けられていない場合は、次の図のように、光モジュールのケージに
きれいな SFP+モジュールケージカバーを差し込んで、ラインカードを保護してください。

注意

図 4 : SFP+モジュールケージカバー

ケーブルを外した後は、SFP+モジュールにきれいなダストカバーを差し込んでモジュールを
保護してください。ファイバケーブルを別のモジュールの光ポートに差し込む場合は、その前

に、必ずファイバケーブルの光学面をクリーニングしてください。SFP+モジュールの光ポー
ト内に埃やその他の汚れが入らないようにしてください。光モジュールは、埃によって遮られ

ると正常に動作しません。

注意

SFP+モジュールの取り付けや取り外しは、光ファイバケーブルを接続した状態で行わないこ
とを強く推奨します。ケーブル、ケーブルコネクタ、またはモジュールの光インターフェイス

が損傷する可能性があります。SFP+モジュールの取り付けや取り外しを行う前に、すべての
ケーブルを外してください。モジュールの取り外しや取り付けを行うと耐用年数が短くなる可

能性があるため、本当に必要な場合以外はモジュールの取り外しや取り付けを行わないでくだ

さい。

注意
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SFP+モジュールを取り付けると、モジュールの下部にある三角形のピンがレセプタクルの穴
に差し込まれる際にクリック音が聞こえます。このクリック音は、モジュールが正しく装着さ

れ、レセプタクルに固定されていることを示します。各 SFP+モジュールをしっかりと押し込
むことにより、モジュールがラインカードの割り当てられたレセプタクルに完全に装着および

固定されていることを確認します。

（注）

ベールクラスプ SFP+モジュール

ベールクラスプ SFP+モジュールには、モジュールの取り外しや取り付けに使用するクラスプ
が付いています（下記の図を参照）。

図 5 :ベールクラスプ SFP+モジュール

ベールクラスプ SFP+モジュールの取り付け

このタイプの SFP+モジュールを取り付けるには、次の手順に従います。

ステップ 1 静電気防止用リストまたはアンクルストラップを取り付けて、使用手順に従います。

ステップ 2 SFP+モジュールを挿入する前に、ベールクラスプを閉じます。

ステップ 3 QSAモジュール（CVR-QSFP-SFP10G）をポートに挿入します。SFP+モジュールを QSAモジュールに合
わせ、モジュールに押し込みます。

SFP+モジュールを取り付けると、SFP+モジュールの下部にある三角形のピンがレセプタクルの穴
に差し込まれる際にクリック音が聞こえます。このクリック音は、モジュールが正しく装着され、

レセプタクルに固定されていることを示します。各 SFP+モジュールをしっかりと押し込むことに
より、SFP+モジュールがラインカードの割り当てられたレセプタクルに完全に装着および固定され
ていることを確認します。SFP+モジュールを使用するには QSAアダプタを使用します。

（注）

ベールクラスプ SFP+モジュールの取り外し

このタイプの SFP+モジュールを取り外すには、次の手順に従います。

ステップ 1 静電気防止用リストまたはアンクルストラップを取り付けて、使用手順に従います。
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ステップ 2 すべてのインターフェイスケーブルをポートから取り外します。その際、ラインカードのどのポートにど
のケーブルが接続されていたかを記録しておきます。

ステップ 3 SFP+モジュールのベールクラスプを人差し指で開きます（下記の図を参照）。人差し指でベールクラス
プを開くことができないときは、小さなマイナスドライバまたはその他の細長い工具を使用してベールク

ラスプを開きます。

ステップ 4 SFP+モジュールを親指と人差し指でつまみ、慎重にポートから取り外します（下記の図を参照）。

この操作は、最初のインスタンス中に実行する必要があります。すべてのポートが装着された後で

は実行できない可能性があります。

（注）
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図 6 :ベールクラスプ SFP+モジュールの取り外し

ステップ 5 取り外した SFP+モジュールは、静電気防止マットの上に置くか、（返却する場合）取り外し後、ただち
に静電気防止袋に入れてください。

ステップ 6 ラインカードを保護するため、SFP+モジュールが取り付けられていない光モジュールケージ内にきれいな
SFP+モジュールケージカバーを挿入します。
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QSFP-DDトランシーバモジュールの取り付けおよび取り外し
ここでは、QSFP-DDトランシーバモジュールの取り付け、配線、取り外しについて説明しま
す。これらのモジュールは、システムのモジュールポート電気回路に銅線または光ファイバの

ネットワークを接続する、ホットスワップ可能な I/Oデバイスです。

次の図に、400ギガビット QSFP-DD光トランシーバを示します。トランシーバは主にスイッ
チ、ルータ、および SFP+モジュールよりも高密度なデータセンター機器内の短い距離で使用
されます。100GE/400GE QSFP-DD光トランシーバと 100ギガビット QSFP28光トランシーバ
は 40ギガビット QSFP+光トランシーバに似ています。

図 7 : 400ギガビット QSFP-DDトランシーバモジュール -前面
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図 8 : 400ギガビット QSFP-DDトランシーバモジュール -背面

プルタブラッチ1

QSFP-DDトランシーバモジュールは、静電気の影響を受けやすいデバイスです。QSFP-DDト
ランシーバモジュールを取り扱ったり、システムモジュールに触れたりする場合は、静電気防

止用リストストラップのような個別のアースデバイスを常に使用してください。

注意

QSFP-DDトランシーバモジュールにはプルタブラッチがあります。

QSFP-DDトランシーバモジュールを取り付けるには、次の手順を実行します。

始める前に

トランシーバモジュールの取り付けには次の工具が必要です。

• ESD（静電放電）の発生を防止するためのリストストラップまたはその他の個人用アース
装置

•トランシーバを置くための静電気防止用マットまたは静電気防止材

•光ファイバ端面のクリーニングツールおよび検査機器『Inspection and Cleaning Procedures
for Fiber-Optic Connections』を参照してください。

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを自分自身とシャーシまたはラックの適切な接地点に取り付けます。

ネットワークへのルータの接続
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ステップ 2 QSFP-DDトランシーバモジュールを保護パッケージから取り出します。

ステップ 3 QSFP-DDトランシーバモジュール本体のラベルを調べて、使用しているネットワークに適合するモデルで
あることを確認します。

ダストプラグは、ネットワークインターフェイスケーブルを取り付ける準備が整うまで外さないで

ください。

（注）

ステップ 4 プルタブを使用して QSFP-DDトランシーバモジュールを持ちます。

ステップ 5 QSFP-DDトランシーバモジュールをトランシーバソケット開口部の前面に合わせ、ソケットの電気コネク
タに接触するまでトランシーバをソケットに慎重に挿入します。

図 9 : QSFP-DDトランシーバモジュールの挿入

ステップ 6 プルタブを持って、カチッと音がするまでトランシーバをモジュールのトランシーバソケットに装着させ
ます。

QSFP+/QSFP28トランシーバモジュールの取り付けおよび取り外し
この項では、40ギガビットQuad Small Form-Factor Pluggable Plus（QSFP+）および 100ギガビッ
ト（QSFP28）トランシーバモジュールの取り付け、配線、取り外しについて説明します。こ
れらのモジュールは、システムのモジュールポート電気回路に銅線または光ファイバのネット

ワークを接続する、ホットスワップ可能な入出力（I/O）デバイスです。

次の図は、40ギガビット光 QSFP+トランシーバを示しています。トランシーバは主にスイッ
チ、ルータ、および SFP+モジュールよりも高密度なデータセンター機器内の短い距離で使用

ネットワークへのルータの接続
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されます。100ギガビット光 QSFP28トランシーバは、40ギガビット光 QSFPトランシーバに
似ています。

図 10 : 40ギガビット QSFP+トランシーバモジュール（光ファイバ）

モジュール回路への電気接続340GBASE QSFP+トランシーバ本体1

ベールクラスプラッチ2

概要

40ギガビット（GE）QSFP+および100ギガビット（QSFP28）トランシーバモジュールはホッ
トスワップ可能なパラレル光ファイバモジュールで、4個の独立した光送受信チャネルを備え
ています。これらのチャネルは、別の 40ギガビットQSFP+トランシーバで終端することも、
4個の独立した 10ギガビット SFP+トランシーバに分離することもできます。QSFP+トラン
シーバモジュールは、システムの電気回路を外部の光ネットワークに接続します。

次の図は、40ギガビット光 QSFP+トランシーバを示しています。トランシーバは主にスイッ
チ、ルータ、および SFP+モジュールよりも高密度なデータセンター機器内の短い距離で使用
されます。100ギガビット光 QSFP28トランシーバは、40ギガビット光 QSFPトランシーバに
似ています。

図 11 : 40ギガビット QSFP+トランシーバモジュール（光ファイバ）

モジュール回路への電気接続340GBASE QSFP+トランシーバ本体1

ベールクラスプラッチ2

ネットワークへのルータの接続
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必要な工具と機材

40ギガビット QSFP+/100ギガビット QSFP28トランシーバモジュールを取り付けるには、以
下の工具が必要です。

• ESD（静電放電）の発生を防止するためのリストストラップまたはその他の個人用アース
装置

•トランシーバを置くための静電気防止用マットまたは静電気防止材

•光ファイバ端面のクリーニングツールおよび検査機器

40ギガビット QSFP+または 100ギガビットトランシーバモジュールの取り付け

QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールには、ベールクラスプラッチまたはプルタブ
ラッチを付けることができます。両方のタイプのラッチの取り付け手順について説明します。

QSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールは、静電気の影響を受けやすいデバイスです。
QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールを取り扱う場合やシステムモジュールに触れ
る場合は、必ず、静電気防止用リストストラップなどの個人用アースデバイスを使用してく

ださい。

注意

QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールを取り付けるには、次の手順を実行します。

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを自分自身とシャーシまたはラックの適切な接地点に取り付けます。

ステップ 2 QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールを保護パッケージから取り出します。

ステップ 3 QSFP+または QSFP28トランシーバモジュール本体のラベルを調べて、使用しているネットワークに適し
たモデルであることを確認します。

ステップ 4 光QSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールの場合は、光ボアダストプラグを取り外し、脇に置きま
す

ステップ 5 プルタブが付いているQSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールの場合は、IDラベルが上になるよう
にトランシーバを保持します。

ステップ 6 ベールクラスプラッチが付いているQSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールの場合は、ベールクラ
スプを垂直位置に合わせます。

ステップ 7 QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールをトランシーバソケット開口部の前面に合わせ、ソケット
の電気コネクタに接触するまでQSFP+またはQSFP28トランシーバをソケットに慎重に挿入します（下記
の図を参照）。

ネットワークへのルータの接続
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図 12 : 40ギガビット QSFP+または 100ギガビット QSFP28トランシーバモジュールの取り付け（図は、ベールクラスプラッチが付いた
光トランシーバ）

ステップ 8 モジュールのトランシーバソケットに完全に装着されるまで、QSFP+またはQSFP28トランシーバモジュー
ルの前面を親指でしっかりと押します（下記の図を参照）。

ラッチが完全にかみ合っていないと、QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールが突然外れる
ことがあります。

注意

ネットワークへのルータの接続
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図 13 : 40ギガビット QSFP+または 100ギガビット QSFP28トランシーバモジュールの装着（図は、ベールクラスプラッチが付いた光ト
ランシーバ）

ステップ 9 光 QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールの場合は、ネットワークインターフェイスケーブルを
接続する準備が整うまで、QSFP+または QSFP28トランシーバの光ボアにダストプラグを再び取り付けま
す。ダストプラグは、ネットワークインターフェイスケーブルを取り付ける準備ができるまで外さないで

ください。

光ネットワークケーブルの接続

始める前に

ダストプラグを取り外して光接続を確立する前に、次の注意事項に従ってください。

•接続の準備が整うまで、未接続の光ファイバケーブルコネクタとトランシーバの光ボアに
保護用ダストプラグを付けておきます。

•接続の直前に、MPOコネクタの終端を点検および清掃してください。

•光ファイバケーブルを抜き差しするときは、MPOコネクタハウジングだけをつかんでく
ださい。

ネットワークへのルータの接続
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40ギガビット QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールは、誤挿入を防ぐために、特定
の向きにしか挿入できないようになっています。

（注）

光 QSFP+または QSFP28トランシーバのマルチファイバプッシュオン（MPO）コネクタは、
物理接触（PC）または超物理的接触（UPC）平坦研磨面タイプのネットワークインターフェ
イスケーブルに対応しています。光QSFP+またはQSFP28トランシーバのMPOコネクタは、
斜め研磨接触（APC）面タイプのネットワークインターフェイスケーブルには対応していま
せん。

（注）

ステップ 1 光ネットワークインターフェイスケーブルのMPOコネクタからダストプラグを取り外します。ダストプ
ラグは将来の使用に備えて保管しておいてください。

ステップ 2 MPOコネクタの光ファイバ端面を点検および清掃します。

ステップ 3 QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールの光ボアからダストプラグを取り外します。

ステップ 4 ただちに、ネットワークインターフェイスケーブルのMPOコネクタをQSFP+またはQSFP28トランシー
バモジュールに接続します（次の図を参照）。

図 14 : 40ギガビット QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールのケーブル接続

40ギガビット QSFP+または 100ギガビット QSFP28トランシーバモジュールの取り外し

QSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールは、静電気の影響を受けやすいデバイスです。
QSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールを取り扱う場合やモジュールに触れる場合は、
必ず、静電気防止用リストストラップなどの個人用アースデバイスを使用してください。

注意

QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールを取り外すには、次の手順を実行します。

ネットワークへのルータの接続
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ステップ 1 光QSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールの場合は、QSFP+またはQSFP28トランシーバコネクタ
からネットワークインターフェイスケーブルを取り外します。

ステップ 2 ベールクラスプラッチが付いたQSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールの場合は、以下を実行しま
す（下記の上の図を参照）。

a) ベールクラスプを水平位置まで下げます。
b) ただちに、トランシーバの光ボアにダストプラグを取り付けます。
c) QSFP+または QSFP28トランシーバの側面を持ち、トランシーバをスライドさせてモジュールソケッ
トから抜き取ります。

ステップ 3 プルタブラッチが付いたQSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールの場合は、以下を実行します（下
記の下の図を参照）。

a) ただちに、トランシーバの光ボアにダストプラグを取り付けます。
b) タブを持ってゆっくりと引き、トランシーバをソケットから解除します。
c) トランシーバをスライドさせてソケットから抜き取ります。

図 15 : 40ギガビット QSFP+または 100ギガビット QSFP28トランシーバモジュールの取り外し

ステップ 4 QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールを静電気防止袋に格納します。

インターフェイスポートの接続
ネットワーク接続のために、ラインカード上の光インターフェイスポートを他のデバイスに

接続できます。

ネットワークへのルータの接続

21

ネットワークへのルータの接続

インターフェイスポートの接続



ネットワークへの光ファイバポートの接続

使用しているラインカードモデルによっては、QSFP+またはQSFP28トランシーバを使用でき
ます。一部のトランシーバはトランシーバに接続する光ファイバケーブルで動作し、その他の

トランシーバは事前に接続されている銅ケーブルで動作します。ポート用の光ファイバケーブ

ルを取り付けるには、トランシーバに光ファイバケーブルを取り付ける前に、1ギガビット光
ポート用の SFPトランシーバを取り付けるか、10ギガビット光ポート用の SFP+トランシーバ
または 100ギガビットポート用の QSFP+トランシーバを取り付ける必要があります。

トランシーバの取り付けおよび取り外しを行うと、耐用年数が短くなります。トランシーバの

取り外しや取り付けは、本当に必要な場合以外は行わないでください。トランシーバの取り付

けや取り外しは、ケーブルやトランシーバの損傷を防ぐため、ケーブルを外してから行うこと

を推奨します。

注意

ネットワークからの光ポートの接続解除

光ファイバトランシーバを取り外す必要がある場合は、光ファイバケーブルをトランシーバ

から取り外してから、トランシーバをポートから外す必要があります。

GNSSアンテナインターフェイスへのケーブルの接続
GNSS LEDはルータの前面または背面にあり、ルータごとに異なります。

ステップ 1 GNSS RF INポートにシールド付き同軸ケーブルの一方の端を接続します。

ステップ 2 シールド付き同軸ケーブルのもう一方の端を、一次保護装置の後にある GNSSアンテナに接続します。

現地の安全に関する注意事項に適合させるためには、GNSSRF Inポートに一次保護装置が取り付け
られている必要があります。

（注）

GNSSRF In同軸ケーブルのシールドは、シャーシを介して設備の装置アースに接続する必要があります。
シャーシのアース線を設備の装置アースに接続する必要があります。

GPSポートのピン配置

プラットフォームは、1 PPS & 10 MHzの GPS信号を送受信できます。これらのインターフェイスは、
Mini-Coax 50オーム、1.0/2.3 DINシリーズコネクタで前面パネルに備えられています。同様に、この 1PPS
および 10MHzを出力するために、2つのMini-Coax 50オームコネクタが前面パネルに備えられています。

次の表に、GPSポートのピン配置を要約します。

ネットワークへのルータの接続
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表 2 : GPSポートのピン配置

1PPS（入力および出力）10 MHz（入力および出力）

入力：方形パルス

出力：方形パルス

入力：正弦波

出力：方形波

波形

入力：> 2.4ボルト TTL互換

出力：> 2.4ボルト TTL互換

入力：> 1.7ボルト p-p（+8～ +10
dBm）

出力：> 2.4ボルト TTL互換

振幅

50オーム50オームインピーダンス

26マイクロ秒50%のデューティサイクルパルス幅

40ナノ秒入力：AC結合

出力：5ナノ秒

立ち上がり時間

トランシーバおよび光ケーブルのメンテナンス
高精度の信号を維持し、コネクタの損傷を防ぐためには、トランシーバおよび光ファイバケー

ブルを埃のない清潔な状態に保つ必要があります。減衰（光損失）は汚れによって増加しま

す。減衰量は 0.35 dB未満でなければなりません。

メンテナンスの際には、次の注意事項に従ってください。

•トランシーバは静電気に敏感です。静電破壊を防止するために、アースしたシャーシに接
続している静電気防止用リストストラップを着用してください。

•トランシーバの取り外しおよび取り付けは、必要以上に行わないでください。取り付けお
よび取り外しを頻繁に行うと、耐用年数が短くなります。

•未使用の光接続端子には、必ずカバーを取り付けてください。埃によって光ファイバケー
ブルの先端が傷つかないように、使用前に清掃してください。

•コネクタの端に触れないように注意してください。端に触れると指紋が残り、その他の汚
染の原因となります。

•コネクタを定期的に清掃してください。必要な清掃の頻度は、設置環境によって異なりま
す。また、埃が付着したり、誤って手を触れたりした場合は、コネクタを清掃してくださ

い。ウェットクリーニングやドライクリーニングが効果的です。設置場所の光ファイバ

接続清掃手順に従ってください。

•埃が付着していないこと、および損傷していないことを定期的に確認してください。清掃
後に顕微鏡を使用してファイバの先端を調べ、損傷の有無を確認してください。
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